
 

 

    

2022年 12月 1日発行 

 はとのさと保育園 園長 大脇良介 

 

 

朝晩が寒くなってきました。先月は収穫祭で秋の味覚をたっぷり楽し

んだ子どもたち。焼き芋の焼ける様子を真剣に見ていた子たちは、さっ

そく部屋でも焼き芋ごっこを楽しんでいました。年長さんの間では少し

前からけん玉もブームになっていて、見る見るうちにけん玉が上達して

います。「好きこそものの上手なれ」と言いますが、まさにやらされる

活動ではなく、自ら意欲を持って挑戦するからうまくなるんだなあと感

心します。 

12月はこれまでの生活体験をもとに表現遊びやごっこ遊びがとても盛り上がってくる時期です。大きいクラ

スでは身近な体験だけでなく、大好きな絵本の中の登場人物にもなってみたりと、ごっこ遊びや劇遊びがあち

こちで盛り上がってくる月になりそうです。そしてイメージの世界といえば、今月は子どもたちがとっても楽

しみにしているクリスマス会があります。園にもサンタさんがプレゼントを届けにきてくれるはず！と子ども

たちも今からワクワクしています。子どもたちのファンタジーの世界を大事にしながら、子どもたちの心に残

る一日になってほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※毎週水・金ははとっこ広場(地域の親子向けの園庭開放)を行っています。 

※予定は変更になる場合がありますのでご了承ください。 

※毎週月曜日に保育のボランティアを受け入れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土

1日 2日 3日

（つくり育てる会総会
・懇親会）

4日 5日 6日 7日 8日 9日 10日

11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日

18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日

25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

休園日

クリスマスコンサート

わらべうた研修

避難訓練

（火災）

身体測定

加古川南高校の生徒さんに来てもらって
ミュージックベルの演奏をしてもらいます。

身体測定

ほし組実習生受け入れ
（12/5～12/16まで）

1月3日まで休園となり

ます。
保育開始は1月4日

（水）からです。

うさぎ組懇談会

誕生会

クリスマス会

資源回収（つくそだ）

職員会議・園内研修

（職員）

保育士の連載コラム その 8   

～ 「子どもの思いを大切にする」～ 

はとのさと保育園で保育士になり８年、いろいろな年齢に関わることが出来ました。は

じめ手探りで、今の子ども達の姿を見ることで手がいっぱいになる事もありました。 

そんな中で子ども達の笑顔に癒された事も数知れません。いろいろな年齢を受け持つ中

で、自分の思いを出す姿は年齢が違えば様々ですが、相手に自分の思いが伝わった時に

は、どの子も笑顔になったり、ホッとしたりしています。でも思いが伝わらずもやもやし

たり、悔しかったりしてしまうことも少なくありません。思いを受け取っているつもりで

も伝わっていなかったり、複雑な揺れも感じられます。人に伝えることは本当に難しいこ

とだと思っています。 

年長担任になり子ども達の世界があり、自分の思いだけでなく、相手にも気持ちがあり

お互いを認めていくことで生まれる心の葛藤や複雑な気持ちの揺れにどう寄り添っていく

のがいいのか悩みました。ただ思いを聞くだけでいいのか、自分ならどうするかな、思い

を共有することで解決策が立てられるか、答えは様々です。子ども達の思いに寄り添える

ように子ども達と向き合ってみようと奮闘中です。子ども達と笑顔いっぱいで過ごしてい

きたいと思っています。         

５歳児担任  森本 慶子 

 

ひよこぐみに 1名新しいお友達が入園します。 

よろしくおねがいします！ 

園児合計は 123名になります。 

はとのさとのクリスマス会・クリスマスコンサート 

12 月は子ども達はもちろん、大人も楽しみにしているクリスマスが

ありますね。園では、クリスマス会と 4,5歳児は加古川南高校の学生さ

んを招待してミュージックベルコンサート、0～3 歳児は大好きな先生

達が得意な楽器を持ち寄り演奏会を予定しています。 

クリスマス会に向けて保育の中でも絵本や製作などを通して楽しい

活動が待っています。当日を迎えるまでに“今日の出来事”や“楽しく

て話したくなる事”が子ども達のなかからたくさん出てくると思いま

す。クリスマスに期待しワクワクしている姿や思いを園と家庭でたくさ

ん共有していき、クリスマスを迎えるまでの毎日がワクワクでいっぱい

になり、楽器演奏や絵本･歌にふれる事で心豊かになるといいなと思っ

ています。 
ほしぐみさんがツリーの飾り付けをしてく

れました♪ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先月の収穫祭の取り組みの中で、ほし組さんに教えてもらいながら自分たちでお芋にアルミホイルを

巻き、焚火に放りこんだ焼き芋の美味しかったこと。おかわりをする子もいました。また、体力もつい

てきて鶴林寺の往復も出来るようになり、どんぐりや落ち葉を一杯拾ってきて木の実のケーキを作る等

“秋”をたっぷりと楽しむことができました。  

近頃、子ども同士の関わりがどんどん楽しくなってきて、あちこちで赤ちゃんのお世話ごっこや食べ

物屋さんごっこで遊んでいる姿が見られます。「ピンポーン！入っていいですか」「いいですよ」「ちょっ

と待ってください」等色々と言葉のやり取りも楽しそうです。 

今月はクリスマスにちなんだ歌や絵本はもちろん、手作りの楽器できりん組さんと音楽会も楽しみた

いと思います。また、色んな絵本を題材にしてごっこ遊びを沢山しようと思います。普段から○○ごっ

こがますます楽しくなってきている子ども達。お話の世界の中でも、それぞれにイメージを膨らませて

自分なりの表現がたくさん出てきて、みんなで楽しく遊んでいきたいと思います。 

 

うさぎぐみ（2歳児） 

 

11月は鶴林寺などたくさんお散歩に行き、落ち葉やどんぐり、まつぼっくりなどの自然物にたくさん

触れました。落ち葉のベッドにごろーんと寝転がったり、上にふわっと投げてヒラヒラ舞い落ちてくる

のをみて「うわぁ～！」と言いながら大喜びしていました。また、お散歩先では犬や車、虫などたくさ

んの発見があり、「ワンワン」や「ばいばーい」と言葉が出てくる様子もありました。 

また、初めての収穫祭では、クッキングで白菜ちぎりをしました。芯の硬い所も一生懸命ちぎってみ

たり、細かくちぎる子や大きくちぎってみる子、先生と一緒にやってみる子など様々でしたが、どの子

も野菜に触れることを楽しみました。 

12月は手作り楽器を作りクリスマスの雰囲気を楽しんだり、絵本やわらべうた、リズムを通して保育

者の真似っこをし、体を動かして楽しんでいこうと思います。また、気温や体調に合わせて衣服の調節

をし、感染症に留意しながら健康に過ごせるように心がけていきたいです。 

ひよこぐみ（0歳児） 

 

先月は行事を通して木の実や食べ物などの秋の自然にたくさん触れる機会となりました。絵本や製作

を通して楽しみにしていたやきいも。収穫祭ではお芋を食べた経験から「やきいもごっこ」が大流行！

お芋をお友達と抜くのを楽しんだり自分自身がお芋になって抜かれたり焼かれたりするのを待ったり…

それぞれの表現で楽しんでいます。 

今月は絵本や生活を基に子ども達のイメージや経験を大切にしながら、子ども達の大好きな「おおき

なかぶ」などを基にごっこ遊びをします。「うんとこしょ、どっこいしょ」などの言葉を発しながら子ど

も達と表現を楽しんでいきます。また、クリスマスの行事を通して手作り楽器で音を鳴らしたり歌を歌

ったりして、特別な雰囲気を楽しんでいきます。 

そして寒さも厳しくなってくるので「寒いから上着を着ようね」等声をかけながら子ども達と一緒に

衣服の調節をして快適に過ごせるようにしていきます。 

りすぐみ（1歳児） 

寒さも少しずつ厳しくなり、冬の訪れを感じる頃となりました。11月は遠足や収穫祭と…子ども達が

楽しみにしていた行事に参加することが出来ました。雨で残念ながら松江公園には行けませんでしたが、

「今日お弁当やで！」と朝からお弁当を手から離さない子や、「早く食べたい！」という子もいて、子ど

も達はお弁当に釘付けでした。お部屋でみんなと一緒にお弁当を食べて「やっぱりみんなで食べるのって

楽しいな」と言ってくれた子もいました。遠足の振替では、保育園にはない大きなアスレチック遊具で遊

び、「またみんなでバスに乗っていきたいな～」と、楽しい体験を“みんなで”また味わいたいという思

いが出てきています。12月はみんなで遊ぶ楽しさをより知って欲しいため、集団遊びをもっとやってい

きたいと思います。ほしぐみさんが遊んでいる姿を見て、真似をして花いちもんめをよくしているので今

月も遊んでいきます。ぐるぐるじゃんけんもやってみて、遊びの中でルールやきまりを知っていきます。

11ぴきのねこのごっこ遊びもみんなでやって、自分で好きに表現する楽しさを知れるように積極的に取

り組んでいこうと思います。 

きりんぐみ（3歳児） 

午睡なしの生活が始まり、一ヶ月が経ちました。初めの頃はお昼になると少し眠たそうにしている姿も

見られましたが、少しずつ慣れてきた様子の子どもたち。体を動かす時、休める時のバランスも大切にし

ながら就学に向けて生活リズムを整えています。また、「時計を見る習慣も大切にしてほしい」という願

いからクラスに時間と活動がわかる表を準備し、時間を見ながら次の活動に向かっていける工夫も行っ

ています。子どもたちからは「もうすぐ時間やな」「みんなそろそろご飯やで」と声を掛け合い自分達で

生活を作る様子も増え、大人の指示を待つのではなく「やってみよう」と考えて動く姿が多くなってきた

ようにも感じました。 

12月は寒さも一層強まってくるので、縄跳びやドッチボールなど戸外で体を思い切り動かしながら寒

さに負けない体づくりをしていきたいと思います。また、劇づくりも少しずつ始まっていきます。題材選

びや表現遊び等、子どもたちと一緒に楽しさを共有し皆で思いを一つにして進めていきたいと思います。

今年も残りわずかですが、様々な経験を自信に変えて毎日を大切に過ごしていきます。 

ほしぐみ（5歳児） 

 11月は収穫祭や遠足、カレーパーティーに花火など子ども達にとって楽しみなことが続き、「11月は

特別やな～」と嬉しそうな子ども達。楽しい思い出いっぱいの 1 ヶ月になったのではないかなと思いま

す。また、どんぐりやまつぼっくり・落ち葉などを使ってリース作りをしたり、遠足先ではもみじを見つ

けて「もみじのはっぱもまっかだな～♪」と歌を歌ってみたり、さつまいも掘りに参加して焼き芋パーテ

ィーをしたり…秋の季節もたくさん感じる事ができました。 

 12月は表現あそびも楽しんでいきたいと考えています。子ども達の好きな絵本の色々な場面で遊びな

がら表現する事の楽しさや、みんなで 1 つのイメージの中で遊ぶ楽しさなどを感じていけたら良いなと

思っています。また、身の回りのことがほとんど自分でできるようになってきている子どもたちなので、

登園してきてからの朝の準備を子ども達に任せていって欲しいと思います。子どもの気分によってはで

きない日もあるかもしれませんが、そういう場合や、朝急いでいる時はリュックをそのまま置いていって

もらったら、あとは子どもと担任に任せてもらって大丈夫です！ 

ぞうぐみ（4歳児） 


